
 

 

 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

５２１ イソニアジド（生物学的製剤投与中等）の算定について 

 

《令和７年４月３０日》 

 

○ 取扱い 

 

肺結核又はその他の結核症（既感染者を含む。）の記載がない、次の傷病名

等に対するイソニアジド（イスコチン錠等）の算定は、原則として認められな

い。 

⑴ 生物学的製剤投与中 

⑵ 免疫不全状態 

⑶ ＨＩＶ感染症 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

生物学的製剤投与中の患者や免疫不全状態の患者、ＨＩＶ感染症の患者は、

細菌やウイルス、真菌等の病原体に対する抵抗力が低下しており、結核の発症

リスクがある。したがって、結核が疑われる場合や既結核感染者に対して、問

診や胸部レントゲン検査等により感染の有無を十分に確認する必要がある。 

一方、イスコチン錠の添付文書の効能・効果の適応症は「肺結核及びその他

の結核症」であり、当該医薬品の投与に当たっては、レセプトの傷病名欄等に

その旨の記載が必要である。 

以上のことから、肺結核又はその他の結核症（既感染者を含む。）の記載が

ない、上記傷病名等に対するイソニアジド（イスコチン錠等）の算定は、原則

として認められないと判断した。 
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